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それを考えると、 グーテンベルクによる活版印刷の実用化はまさに大事件であったことだろ

う。 まず作業効率が格段に上がったことにより、 より多くの部数が製本され、 より多くの人々

が自分の本を持つことが可能となった。 これは一種の文化の個人所有の促進と考えても良いだ

ろう。 さらに活版印刷は「読書」活動の変化をもたらした。 具体的には、 一 編の原本を（自身

のためのみならず他者のために）「朗読」するといった共同作業から、 個人的な空間や時間を

使い、 印刷された文字を自分のペ ー スで目で追うという個人作業すなわち「黙読」への移行を

促したのである。

ちなみに、 グーテンベルクの発明より十数世紀前に存在した実際のアレクサンドリア図書館

は、 当時、 黙読が確立されていなかったこともあって、 皆がそれぞれ思いのままに書物（多く

の場合巻物） を音読する、 かなり騒々しい空間であったという。

16 世紀キリスト教世界で起こった「宗教改革」は、 活版印刷の権力分散的な側面を示す最

もわかりやすい事例の一つだろう。 当時、 教皇を頂点とする中央集権的なカトリック教会に対

し、 組織改革を唱えたのがプロテスタントと後に呼ばれるようになる聖職者であった。 その代

表格の一人がドイツのマルティン ・ ルタ ー だろう。 1517 年、 ルター はカトリックの免罪符販

売を批判した「95 ヵ条の論題」をラテン語で著し、 それはドイツ語でも発表された。 活版印

刷はそうしたルター の一連の改革作業の後押しをした。 それまでもっぱらラテン語の説教のみ

が福音へのアクセスであったドイツ語話者にとって、 自分の言葉で書かれた聖書を所有し、 読

み、 そして考えることができるようになったことは大事だったであろう。 そしてそれがプロテ

スタントの教えに力を与え、 教皇を中心としたカトリック教会の絶対的権威の弱体化に拍車を

かけただろうことは想像に難くない。

ただし、 マクルー ハンが提示したものと逆の構図、 すなわちインター ネットこそ巨大なアレ

クサンドリア図書館であり、 かつ個人主義 ・ 権力分散的メデイアと捉える向きも私たちの中に

はかなりあるだろう。 本稿の冒頭で、 私たちによるマクルー ハンの地球村再発見の背景に、 イ

ンター ネットの普及があるとの見解を紹介した。 確かに、 インター ネットのウェブ・ ブラウジ

ングひとつ取ってみても、 私たちのコミュニケ ー ションは高度に個人主義化しているように思

える。 ユ ー ザーのカスタマイズにより、 ポ ータルサイトでは読みたい記事のみ読み、 見たい動

画のみ視聴することができる。 検索エンジンを利用し、 ありとあらゆる情報の中から自分が必

要とする情報のみを選択することができ、 しかもその情報を瞬時に入手することまで可能なの

だ。

しかしその一方で、 インター ネットは本当に個人主義崇拝のメデイアと言うことができるの

だろうか。 例えば、 ショッピングサイトで購入した品物は、 その全てが自らの意思で選んだも

のだろうか。 サイトの「おすすめ」に促されたものもあるのではないか。 ソ ー シャルメデイア

への書き込みは、 純粋な個人的意見の表明であると果たして言えるのだろうか。「インフルエ
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アン」に近い。 死後約 40 年経ち、 地上に舞い戻った Herbert Marshall McLuhan が、 もし、 ア

ジアの島国のとある大学の入試問題に自分のメデイア論が登場したことを発見したなら、 どう

反応するだろうか。 論理学・文法・ レトリックからなるリベラルアー ツ三学で博士号を取得し

アカデミック ・ キャリアをスタ ー トした、 言語芸術に造詣の深い彼のことだ。 字余りではある

が、 こんなトンチの効いた旬を詠むかもしれない。「マクル ー ハンは俺のことかと McLuhan 言

い。」
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38. 18 世紀欧州の近代的な郵便通信の黎明期、 手紙の交換は「主としてニュ ースの輸送手

段」であり、「他人の手紙を借り出したり、 書き写したりすることがあっただけではな

く、 少なからぬ手紙は（中略）始めから印刷を予定していた。 だから、 当時、 よく出来

た手紙には「印刷に廻せるほど立派な」という、 流行の言い廻しがあった」（ユルゲン

・ ハ ーバー マス『公共性の構造転換 市民社会のー カテゴリ ーについての探究（第2

版）』細谷貞雄・ 山田正行訳、 1994 年）。 ここから読み取れる、 当時のメデイア ・ コミュ

ニケ ー ション状況の理解としてもっとも妥当と考えられるものを次のうちより選びなさ

い。

a. 当時、 メデイア ・ コミュニケ ー ションによるプライバシ ーの侵害は既に大きな社会

問題となっていた。

b. 当時、 ニュ ース報道等のメデイア ・ コミュニケ ー ションはすべて公権力の検閲を受

けていた。

C. 当時、 手紙をメデイアとして用いた私的なメッセ ー ジのやり取りは原則禁止されて

いた。

d. 当時、 メデイア ・ コミュニケ ー ションにおいて公的なものと私的なものとの境は曖

味であった。

39. ラジオやテレビの普及は公用語や標準語を広める一方で、 少数言語や方言を衰退させる

こととなった。 例えば日本ではアイヌ語を消滅の危機がある言語として保存、 継承する

取り組みがなされている。 言語や方言が衰退、 消滅することで起こる問題として、 資料

の箪者がもっとも重要視すると考えられるものを次のうちより選びなさい。

a. その言語や方言で残された歴史的資料を解読することができなくなり、 昔の出来事

が後世に伝わらなくなる。

b. 言語学の研究対象である言語が失われることで、 体系的な研究に空白部分ができて

しまうため、 研究結果が正しくなくなる。

C. 高齢者と若者とで使う言語が異なるため、 世代問コミュニケ ー ションが困難になり、

世代間対立が起こる。

d. 文化の基盤である言語が失われることで、 文化そのものが失われ均ーで多様性の乏

しい世界になる。
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